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別記様式第４号

平成２７年度県民意見の反映状況について

宮 城 県

平成２７年度に行った公共事業再評価において，提出のあった意見の概要及びその反映状況は，以下

のとおりです。

記

１ 意見募集期間

平成２７年１０月２０日（火）～平成２７年１１月３０日（月） [４１日間 ]

２ 意見提出件数

２件

３ 提出された意見の概要及び反映状況

事業名 意 見 の 概 要 評価結果 意見の反映状況

１ 地域高規格道 この事業は，沿岸部への交流， 事業継続 当該道路は沿岸部と内陸部の

路宮城県北高 石巻赤十字病院等への時間短縮， 交流や救急医療施設への時間短

速幹線道路主 アクセスの向上が図られること 縮の効果が図られるものであ

要地方道築館 から，早期完了を要望する。 り，県では東日本大震災に伴う

登 米 線 Ⅳ 期 復興支援道路として整備を行っ

（築館工区） ているものです。

道路改良事業 現在，Ⅳ期（築館工区）では

盛土工や橋梁工等の工事に着手

しているところであり，早期完

成に向けて今後も鋭意工事を進

めてまいりたいと考えておりま

す。

２ 地域高規格道 １ 事業計画・事業費について 事業継続 １ 事業計画・事業費について

路宮城県北高 事業費の増加の理由の一つ 事業費増加の理由として東

速幹線道路主 に軟弱地盤対策工の追加によ 日本大震災後における労務

要地方道築館 る工事費の増額が挙げられて 費，資材単価の急激な高騰も

登 米 線 Ⅱ 期 いるが，当該地域が軟弱地盤 あることから，評価書に事業

（中田工区） であることはその土地利用状 費増加の内訳を記載いたしま

道 路 改 良 事 況からも明らかである。 した。

業，同Ⅲ期（佐 このことにより，本工事費 また，当初計画時の事業費

沼工区）道路 が，Ⅱ期区間２９．１億円増 算出にあたっては，震災後早

改良事業，同 （当初比１．６７倍），Ⅲ期 期に事業化を図るため，一般

Ⅳ期（築館工 区間４７．３億円増（当初比 的な規模で地質調査を行った

区）道路改良 １．５５倍），Ⅳ期区間 結果に基づき標準的な軟弱地

事業 ２８．７億円増（当初比 盤対策工を計上しておりまし

２．２０倍）に膨れ上がって た。事業採択後に詳細調査を

いる。 進めた結果，当初想定よりも

本事業の必要性はある程度 地盤が弱いことが判明し，対

理解できるものの，あまりに 策工の追加が必要となったも

も当初計画（事業費算出）が のです。

ずさんであり，当初計画（想 なお，調書内で数値の一致
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定）に問題があった，あるい しない箇所がありましたの

は，当初便益を上げるための で，評価書で修正いたしまし

工作だったのではないかとの た。

疑念も生じてしまう。

なお，事業費比較時の「全

体事業費（Ｐ２，Ｐ６）」と

便益算出時の「総費用（Ｐ６）」

とが異なるようだが，全体事

業費と総事業費との違いを説

明願いたい。各工区とも異な

った値であり，よく分からな

い。分かりやすい資料として

ほしい。

２ コスト縮減計画について ２ コスト縮減計画について

道路規格について，「事業 道路規格の見直しに伴うコ

着手前は第１種第３級を想定 スト縮減計画について，事業

したが，事業着手時に第３種 着手時から当該費用の縮減を

第２級に変更し」「工事費 見込んでいたものであり，再

▲４１億円，用地費▲４億円」 評価調書には事業計画段階で

とされている。 のコスト縮減対策も記載して

これにより，一見平成２３ おります。

年度と平成２７年度再評価時

とで４１億円のコスト縮減効

果があったように見受けられ

るが，平成２３年度着手時と

平成２７年度再評価時の道路

規格はいずれも第３種第２級

と同じであり，当初から当該

費用は縮減が見込まれていた

ことから，「再評価調書」と

して記載するのは適切ではな

いのではないか。

３ Ⅱ期工区の便益について ３ Ⅱ期工区の便益について

平成２７年の便益を平成 Ⅱ期工区は他工区に先立ち

２３年と比較すると，走行時 平成２３年に事業着手してお

間短縮便益が１．７１倍（Ⅲ りますが，その時点ではⅢ期，

期工区１．３６倍，Ⅳ期工区 Ⅳ期工区は事業化されていな

１．４７倍），走行経費減少 いことから，Ⅲ期，Ⅳ期工区

便益が４．３６倍（Ⅲ期工区 を整備無しとして将来交通量

１．３９倍，Ⅳ期工区 を推計しておりました。再評

１．５８倍），交通事故減少 価にあたり，Ⅲ期，Ⅳ期共に

便益が＋５．７億円（Ⅲ期工 事業化されたことを受けⅡ期

区▲５．２億円，Ⅳ期工区 Ⅲ期Ⅳ期とも整備有りとして

▲１．０億円）と，全ての便 交通量を推計したことから，

益で他の工区よりも高くなっ Ⅲ期Ⅳ期を経由する分の計画

ているが，その理由は何に起 交通量が増加したものです。

因するのか。 同様に，Ⅲ期，Ⅳ期工区の

特に，計画交通量の伸びが 事業化により，周辺の既存道

他の工区よりも高いのに，交 路からより多くの交通転換が

通事故減少便益がプラスとな 生じるため，交通事故減少便

っている理由を説明願いたい。 益が事業着手時よりも高くな
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なお，評価時期が４年しか っています。

異ならない（平成２３年度と

平成２７年度）のに，何故こ

れほどまでに便益の値が異な

るのか。

４ 交通量について ４ 交通量について

現況交通量についてはＨ 将来交通量はＯＤデータを

２２センサスの結果を用いて 元に推計しますが，公表され

いるが，計画交通量は今から ているＯＤデータはＨ１７セ

１０年前と古いＨ１７センサ ンサス結果が最新となってい

ス結果により推計されており， ることから，Ｈ１７センサス

整合が図られていない。Ｈ 結果を基に計算を行っており

２２センサスの結果を用いて ます。

推計する必要があるのではな

いか。

５ 環境への対策について ５ 環境への対策について

一般に，道路建設による環 本事業は環境影響評価法や

境への影響は，工事中あるい 宮城県環境影響評価条例の事

は供用時の騒音や振動，大気 業対象規模に該当しないこと

質に伴う住居等への影響のほ から，法律に基づく環境アセ

か，道路の存在による動物の スメントは行っておりませ

移動阻害やロードキルの発生， ん。

植物の消失，眺望景観への影

響等について想定され，現地

調査を実施した上で事業影響

の予測・評価を行う必要があ

る。

そのため，本道路に接続す

る三陸縦貫自動車道は，環境

影響評価法や宮城県環境影響

評価条例の事業対象規模では

ないが，事業者の自主的な環

境アセスメントが行われてお

り，予測された事業影響に対

して，事業者の実行可能な環

境保全措置が検討されている。

本建設事業についても，環

境影響評価法や宮城県環境影

響評価条例の事業対象規模で

はないかもしれないが，事業

評価対象の３区間総延長が

１０ｋｍ，既供用区間を含め

た事業全体の総延長が約２４

ｋｍと相当程度の事業規模で

あり，周辺の自然環境や生活

環境，景観等に及ぼす事業影

響は小さくないものと思われ

る。

しかしながら，本事業にお

ける「環境への影響と対策」

については「道路改良の盛土
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法面において緑化を行う。」

と「低騒音振動重機を利用し，

周辺環境への騒音・振動に配

慮する。」とあるのみであり，

きちんと現状の調査を行った

上で事業影響の予測及び評価

を実施する必要があると考え

る。

仮に過去に環境影響評価が

行われていたとしても，騒音

や大気質など，予測手法に変

化した項目があるほか，動植

物の重要種の選定基準も更新

されていることから，最新の

情報で予測評価を実施する必

要があると考える。

６ その他 ６ その他

全国の高速道路や自動車専 本事業は，第３種第２級の

用道路のうち暫定２車線の対 一般道路としての整備を行っ

面通行の区間（中央分離帯な ており，平成２６年度決算検

し）では，車が対向車線には 査報告（会計検査院 平成

み出す死傷事故が相次ぎ，そ ２７年１１月）にあった高速

れによる損失や速度制限によ 道路や自動車専用道路とは道

る経済的な損失が膨大である 路種別が異なることから，中

と，会計検査院による分析結 央分離帯を設置しない構造と

果が最近報告された。 しています。

本道路の道路規格は，設計 なお，交通事故減少便益の

速度６０ｋｍ／ｈ，道路幅員 算定については，費用便益分

８．５ｍで，第３種第２級の 析マニュアル（国土交通省

「高速幹線道路」として位置 道路局 都市・地域整備局

付けられているため，中央分 平成２０年１１月）を用いて

離帯がない場合，対面通行に おり，２車線道路のため中央

よる死傷事故の発生の可能性 分離帯の有無は考慮しており

が高い上，速度制限による経 ません。

済損失が大きくなることが想

定される。

事業費削減の必要性は理解

できるが，中央分離帯が未計

画の場合，安全性の確保とい

う観点から中央分離帯の設置

が必要であるほか，供用後の

損失も踏まえたトータルな視

点での事業計画が必要ではな

いか。

なお，交通事故減少便益の

算定について「中央分離帯の

有無を考慮しない」とされて

いるが，上記のような状況を

鑑みると，より正確な便益算

定には中央分離帯の有無を考

慮すべきであると考えられる。




